
 

  

 

 

新年
しんねん

あけましておめでとうございます。年末
ねんまつ

年始
ね ん し

は、夜
よ

ふかしや朝寝坊
あさねぼう

をしてしまいがちですが、

皆
みな

さんはいかがですか。生活
せいかつ

リズムや食事
しょくじ

のバランスが乱
みだ

れると体
からだ

の免疫力
めんえきりょく

が低
てい

下
か

しやすくなり

ます。『早寝
は や ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ごはん』を心
こころ

がけ、生活
せいかつ

リズムをもとに戻
もど

して元気
げ ん き

に新年
しんねん

のスタートを

きりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田作
た づ く

り・たたきごぼう 

 

 

田作
た づ く

りは昔
むかし

、いわしを田
た

の肥料
ひりょう

にしたこと

から、たたきごぼうは豊作
ほうさく

になると飛
と

んでく

る鳥
とり

にあやかり、どちらも豊作
ほうさく

を願
ねが

って食
た

べ

られます。 

数
かず

の子
こ

・さといも・八
や

つ頭
がしら

 

 

 
 

数
かず

の子
こ

、さといも、八
や

つ頭
がしら

はどれも卵
たまご

やいもの数
かず

が多
おお

いことから、子孫
し そ ん

繁栄
はんえい

を

願
ねが

って食
た

べられます。 

黒豆
くろまめ

 

 
 

 

黒
くろ

には魔除
ま よ

けの 力
ちから

があるとされ、

「まめ（元気
げ ん き

）に暮
く

らせるように」と願
ねが

って食
た

べられます。 

伊達巻
だ て ま

き・きんとん 
 

 

伊達巻
だ て ま

きは巻物
まきもの

（書物
しょもつ

）に似
に

ているので、

知識
ち し き

が増
ふ

えるように、きんとんはお金持
か ね も

ちに

なるように願
ねが

って食
た

べられます。 

昆布巻
こ ぶ ま

き・くわい・れんこん 
 

 

昆布巻
こ ぶ ま

きは「よろこぶ」、芽
め

が出
で

たくわ

いは「めでたい」に通
つう

じ、れんこんは「先
さき

が見通
み と お

せる」として食
た

べられます。 

たい・えび 

 
 

たいは「めでたい」に通
つう

じ、えびは腰
こし

が曲
ま

がるまで長
なが

生
い

きできますようにと

願
ねが

って食
た

べられます。 

令 和 ４ 年 １ 月 

川島町学校給食センター 

給 食 だ よ り ９ 号  

季節
き せ つ

の変
か

わり目
め

に祝
いわ

い事
ごと

をする日
ひ

を節
せち

日
にち

と言
い

い、この日
ひ

に食
た

べる料理
りょうり

のことを「御節供
お せ ち く

」と呼
よ

びます。「おせち」は江戸
え ど

時代
じ だ い

頃
ごろ

から１年
ねん

の始
はじ

まりであるお正月
しょうがつ

に食
た

べるお祝
いわ

いの料理
りょうり

を指
さ

すよ

うになりました。それぞれの料理
りょうり

には、新
あたら

しい年
とし

がよい年
とし

となるよう、様々
さまざま

な願
ねが

いが込
こ

められ

ています。 

１月
がつ

は「睦月
む つ き

」ともいいます。親戚
しんせき

や知人
ち じ ん

が互
たが

いに行
い

き交
か

って「仲睦
なかむつ

まじく」する月
つき

から名付
な づ

けられたそうです。１年
ねん

の初
はじ

めの月
つき

であり、その年
とし

を健康
けんこう

に過
す

ごすための願
ねが

いが込
こ

められたいろ

いろな行事
ぎょうじ

が行
おこな

われます。 

しゅ るい      こ                おも   

がつ     しょく ぶん  か      し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※このおたよりは不要になりましたら雑紙
ざつがみ

（紙・布の収集日）として資源化できます。 

学校給食の歴史は、明治２２年に山形県鶴岡市の忠愛小学校でお弁当を持ってくることのできない児童

を対象に、昼食（おにぎりと漬け物）を出したのが始まりです。その後、給食は全国に広まりましたが、

第二次世界大戦により日本中が食料不足になったため、給食は中止になり、多くの子どもたちが栄養失調

になりました。 

 戦後、「ララ（アジア救済団体）」から脱脂粉乳が寄贈され、東京・神奈川・千葉で、昭和２１年１２月

２４日に学校給食が再び始まり、この日が給食記念日となりました。冬休みと重ならないよう、１ヵ月後

の１月２４日からの１週間を「全国学校給食週間」としたのです。 

 今の日本は、飽食の時代と言われるように食べ物であふれ、食品ロスが問題になっています。食べ物を

大切にしているでしょうか？もう一度、自分自身の食生活を振り返ってみましょう。 

給食のカレーのおはなし 

 
 給食不動の人気メニューであるカレーは、終戦後に広まりま

した。日本の友好国だったインドから、大量のスパイスの提供

を受けたのがきっかけといわれています。当時のカレーはご飯

ではなく、ソフト麺やコッペパンとの組み合わせだったそうで

す。脱脂粉乳が多く入っていたため、『カレーシチュー』と呼

ばれました。カレーが家庭に普及したのは、給食がきっかけと

もいわれています。 

昭和５７年１月２２日に全国の小中学校で一斉にカレー給

食が出されたことにちなみ、１月２２日は「カレーの日」と定

められています。川島町の給食では２８日に冬が旬のほうれん

草を使った「スピナッチカレー」が出ます。 

・おにぎり 

・塩鮭 

・漬物 

・ミルク（脱脂粉乳） 

・トマトシチュー 

 

・ソフト麺 

・牛乳 

・カレーシチュー 

・甘酢あえ 

・チーズ・黄桃缶 

・ごはん 

・牛乳 

・ししゃもフライ 

・せんキャベツ 

・マーボー豆腐 

・みかん 

Ｒ4.11.3で川島町は50周年！ 

・コッペパン 

・ミルク（脱脂粉乳） 

・くじらの竜田揚げ 

・せんキャベツ 

・ジャム 

 


